
 

 

 

１ 創 立 年 月 日  明治 ６年 ９月１０日 
２ 校歌制定年月日  昭和３７年 ２月 １日 
３ 校訓・教育目標  最後までやり抜く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
 

校歌の由来  

 新時代に即応した校風の樹立を願って、当時のＰＴＡ会長で、この地方の俳句の指導者

でもあった木俣俊一氏らを中心にして、新しい校歌制定の機運が涌きあがり、詞は学区内

で公簿、多数の中より前田昇一氏（ペンネーム杉江 晃）の詞を選定。当時の音楽主任、

松井啓先生の作曲、永見貞三先生補作で完成。新装なった当時の体育館で盛大な発表会を

おこなった。 

 

校風と伝統 

 本校は、明治６年に当時の藩校允文館を校舎として開校されて以来１００年余の長い歴

史を持っている。戦前すでに多くの健康優良児が選出され、戦後早くも保健委員会を結成、

健康教育に取り組んできた。昭和３９年には家庭学習の研究に着手。全国に先がけて、低

学年の用具保管、ランドセルの禁止を始めとして体力づくりの研究発表、続いて健康優良

学校愛知県特選、翌年同一位、さらに昭和４９年には全国健康優良学校特選になった。 

 最後までやりぬく心身ともに健康な子どもの育成を目指して、全校一丸となって前進し

ている。 

 

人とことば 

 作詞者 杉江 晃 

 川と城のある町岡崎。その中心で玉山校より数えて１００年余の歴史に輝く連尺小学校。

この町、この学区、この小学校に父子２代の教育を受け、ここに生活し、将来もまたこの

地を離れないであろう。私にとって何か役に立つことを残したいと考えた時に校歌制定の

話。「これだ、これこそがかねて私が考えていたことだ。」と確信を得て作詞に取り組んだ

のである。松井先生のフィーリングに満ちた名曲を得て発表会にも出席させていただいた

わけです。永遠に歌い続けられることを願ってやまない。 
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創  立  明治 ６年 ９月 

校歌制定  昭和３７年 ２月 

当時の校長 杉 浦 時 秋 


